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主将挨拶 

 

 

ついに関西 I.C.一部昇格を成し遂げることができました。 

選手も応援にまわった者も、それぞれが自分にできることを考え懸命に戦

いました。部員全員が一丸となって挑んだ結果であると思います。 

OB の皆様方にとっても本大会の一部昇格は長年の悲願であられたと思い

ます。ようやく一つご期待にこたえることができました。 

この現在の雰囲気を維持しつつ、七大戦・東大戦へと繋げていこうと思い

ます。皆様方には今後もかわらぬご指導・ご声援のほど、どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 

 

 

京都大学陸上競技部主将   寺田 智 
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第８０回関西学生陸上競技対校選手権大会 

男子2部総合成績 

1位  龍谷大学  126点 

2位  京都大学   95 点 

3位  甲南大学   90 点 

4位  大阪大学   82 点 

5位  大阪教育大学 69 点 

6位  奈良教育大学 56 点 

(2 部の上位２校が 1 部の下位 2 校と入れ換え) 

 

男子2部トラックの部 

1位  龍谷大学   96点 

2位  京都大学   68点 

3位  甲南大学   63点 

 

男子2部フィールドの部 

1位  大阪大学   68点 

2位  奈良教育大学 59点 

3位  龍谷大学   30点 

 

男子2部混成の部 

1位  大阪教育大学 12点 

2位  大阪大学    8点 

3位  京都大学    6点 

 
 
 
 
 
 
 

男子1部総合成績 

1位  京都産業大学  194点 

2位  大阪体育大学  134点 

 3位  関西学院大学  125.5点 

4位  立命館大学   100点 

  5位  天理大学    57.5点 

6位  関西大学    46点 

7位  同志社大学   44点 

8位  近畿大学    33点 

9位  神戸大学    23点 

10位  摂南大学    17点 

11位  関西外語大学  13点 

12位  大阪経済大学  11点 
 

女子総合成績 

   1位  大阪体育大学 144.66点 

2位  立命館大学  116点 

3位  天理大学   74点 
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関西インカレ詳細 

第 1日目 4月 25日(金) 長居周回 

ハーフマラソン決勝 

1位 片山 直人 (大市大 3) 1.10.26 
2位 高木 雅之 (甲南大 4) 1.11.00 
3位 古川 裕一 (龍谷大 4) 1.11.04 
5位 西村 好康 (京都大 3) 1.13.29 
7位 田中斉太郎 (京都大 3) 1.14.21 
20位 渡辺 敬宏 (京都大 3) 1.19.45 

4月下旬にもかかわらず、気温28度という過酷な条
件のもとで行われた。レース序盤、1 部の有力選手が
自重したため1部2部が入り混じった大先頭集団が構
成され、西村はその集団についた。田中はやや遅れて
第2集団、渡辺は後方からのスタートとなった。西村
はレース中盤で、1部の選手を含む 2部先頭集団を引
っ張るなど積極的なレースを展開した。しかし 16 キ
ロ付近でペースが上がり集団が崩れ始めると一気に失
速、一時は6位まで順位を落としたが、意地のスパー
トで1人かわし5位に入った。田中は、暑さで大きく
ペースダウンする選手が多いなか、序盤に無理をせず
イーブンペースで押し切った。中盤以降、落ちてきた
選手を次々ととらえ、自身初となる７位入賞を果たし
た。渡辺も、中盤以降確実に順位を上げていったもの
の、前半の遅れが大きく響き精彩を欠いたまま 20 位
でフィニッシュした。(内田翔) 

 
 
 
 
 

第 2日目 5月 13日(火) 長居第２ 

4×100mR予選(3組 1着+5) 

松井延行-北垣卓-藤井章輔-米谷健司 
  3組 2着通過 41.90 ⑩ 

1 走松井は順調なスタートを切り、快調に飛ばし、
余裕を持って2走の北垣へバトンを渡した。北垣は決
して本来の調子ではなかったが、確実に前との差を詰
めた。藤井とのバトンパスは、危ない感があったが無
事に渡った。藤井は見事な走りを見せ、前を行く太成
学院との差を僅かにし、スムーズなバトンパスでアン 
カー米谷につないだ。米谷はリラックスした走りを見
せ、無事にゴールラインを駆け抜け、見事に決勝進出
を決めた。(堀江匠) 

 

女子1500m予選(2組 4着+4) 

田端亜衣子(4) 2組 15着 5.13.54  
スタート直後、他の選手に離されてしまったが、

300mあたりからは前との差を広げずにくらいつく。
しかし、800m付近で再び差を徐々に広げられてしま
い、その差は 20m ほどになってしまう。そのままズ
ルズルと離されていってしまいそうになったが、ここ
で田端持ち前の粘りが生き、1000m過ぎから追い上げ
を見せて差を 10m にまで縮めた。そのまま前を追い
抜くかと思われたがラスト200mで前がスパート。田
端もスパートを見せるが追いつかずにゴール。惜しく
もベストには届かなかったが、熱い走りを見せてくれ
た。(山下輝芳) 

 

1500m予選(2組 4着+4) 

内田  翔(2) 1組棄権   
西村 好康(3) 2組 2着通過 4.03.85  
スローペースとなった1組目とは異なり、まずまず
のペースでスタートした2組目。西村はゆったりとス
タートし前半400mは中位につけた。そこから少しず
つ前に上がり800m通過時には4番手ぐらいの理想的
な位置につけた。先頭がペースを少し落とす中、西村
はイーブンでラスト 1 周まで刻み、そこから先頭へ。
野々口(龍谷大)と競りながらスピードを上げ残り
100m。ここできっちりとくらいつく後続を引き離し、
余裕を持って 2着でゴール。3日目の決勝につながる
非常に上手いレース運びだった。(宮木貴志) 

 

ハンマー投げ決勝 

1位 背戸  洋 (大教大 2) 48ｍ95 
2位 藏本 龍樹 (滋賀大 4) 47ｍ71 
3位 剣持 友宏 (龍谷大 3) 47m54 
11位 河村 和彦 (京都大 4) 41m59 
14位 八木 美典 (京都大M1) 35m75 PB 
河村[40m18-41m59-  ×  ] 
八木[35m75-  ×  -  ×  ] 
河村は 1投目、2投目と多少抑え気味だった。今年
からのルール変更に伴い、それに対応する練習を積ん
できただけあって、真ん中に放ることができた。3 投
目は記録を狙い、1 ターン目からスピードを上げて回
転したが、いつもの癖が出て、ファウルとなってしま
った。結局本来の力を見せることはできなかった。 
八木は、練習の時にターンが安定しておらず、本番
でも軸がぶれてしまい、1、3投目をファウルしてしま
った。記録はまずまずであった。(木村克也) 
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10000mWオープン 

1位 杉本 明洋 (京都大 4) 42.07.93 
2位 柏木 祐紀 (関西大 1) 44.57.62 
3位 熊田  大 (びわこ成蹊大1) 45.50.68 
関西学生記録保持者の杉本。記録更新が期待された。

1 周目はやや落ち着いたペースで入り、2 周目で早く
も2位以下大きく引き離し、独走態勢を築く。3000m
までは関西学生記録に近いペースで歩いていたが、そ
の後少しずつ落ち始め、記録更新は難しくなった。最
後は少し持ち直したものの、自己ベストを1分以上下
回る42分台でゴール。やや不本意な結果となったが、
2位に 1周以上の差をつけて力の差を見せつけた。オ
ープン種目のため得点にならないのが残念だが、チー
ムには大きな追い風となったことだろう。(内田翔) 

 

4×400mR予選(2組 3着+2) 

花谷直人-藤井章輔-北垣卓-村地優樹 
  2組 3着通過 3.17.74 ⑥ 

1 走花谷は、いつも通り前半をゆったりとしたペー
スで入り、後半に加速し、無難につないだ。2 走の藤
井は他大学の選手が速く、集団に食い込むことはでき
なかったが、ラップ48秒台と快走を見せた。3走の北
垣は、前半から積極的な走りを見せたが、最後はさす
がにばてた。しかし順位を1つ上げて、村地につない
だ。村地は、前半の走りが課題であったがそれを克服
し、順位を3つ上げて、見事にエースとしての役割と
力を見せた。(堀江匠) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4×400m 2走藤井→3走北垣 

第 3日目 5月 14日(水) 長居第２ 

女子100m予選(5組 2着+6) 

滝上 伸子(3) 2組 7着 14.38 (+0.8)  
前傾を保ったまま、いい形でスタートすることがで
きた。中盤から他大学の選手との差が広がり、苦しい
展開となったが、失速もなく、スムーズに後半の走り
につながった。しかし、70m付近から完全に失速して
しまい、あとはもがくだけの走りになってしまい、中
盤以降の走りに課題を残した。ただ、前半の走りはよ
くなってきており、後半の課題を徐々に改善し、今後
の走りにつなげていくことを期待する。(瀬々井巌士) 

 

100m予選(6組 3着+6) 

松井 延行(2) 1組2着通過 11.02 (+1.0)  
持ち前のスタートで勢いよく飛び出した松井は、上
手く加速をし、50m 付近で好位置につけた。70m 付
近で少し硬くなり、それに伴い僅かながら失速してし
まったが、昨シーズンとはやはり一味違い、粘りを見
せ、1 位の選手との差をつめた。ゴール前では、3 着
で準決勝に進出できるため、流すことができるほどの
余裕をもって、2着通過した。(瀬々井巌士) 

 

1500m決勝 

1位 後藤 良徳 (大教大 4) 3.51.19(大会新) 
2位 野々口範一 (龍谷大 1) 3.56.37 
3位 西村 好康 (京都大 3) 3.56.96 
ランキングは 3 位なので上位入賞の期待がかかる。
小雨のぱらつく微妙なコンディションの中スタートし
た。レースは後藤(大教大)が最初からとびだすハイペ
ースの展開で進んだ。しかし、西村も果敢についてい
き、400mは 61秒で通過。後藤は 600m付近から独
走態勢だったが、西村は野々口(龍谷大)にぴったりつ
き、3番手で800mを2分 5秒で通過。その後もペー
スを維持し野々口とのデッドヒートが続く。ラスト
100mから西村はラストスパートをかけるが、野々口
も必死で逃げ、結局抜くことは出来ず、3 位に終わっ
た。それでも粘り強い走りは健在で、あいかわらず高
いレベルの競技力を発揮していた。(三好達也) 

 

400m予選(5組 2着+6) 

村地 優樹(3) 3組 2着通過 49.51  
普段は前半抑え気味の村地だが、スタートから積極
的な走りを見せた。バックストレートでは、快調なペ
ースで中原(龍谷大)に続いた。最終コーナーを抜ける
時点では、アウトレーンの中瀬(和歌山大)の選手より
やや後ろの位置だったが、直線に入ると同時に抜きさ
り、ラストでは左右を振り返りながらの余裕を持って、
2着で予選を通過した。(平野聖) 
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円盤投決勝 

1位 丹羽 敦巳 (奈教大M2) 41m94(大会新) 
2位 平川 善啓 (龍谷大 4) 40m67 
3位 剣持 友宏 (龍谷大 3) 36m38 
10位 河村 和彦 (京都大 4) 30m48 
河村[30m48-28m87-29m92] 
気温が低く、しかも雨という悪天候の中始まった。
以前から調子が悪いという河村は、練習では円盤が不
安定な飛行をしていた。1 投目は、やはり円盤が安定
せず、30mを少し超えたあたり。2投目、飛行は安定
していたものの、手がすべってショート。3 投目、ま
たも円盤の飛行がくずれ、ショート。結局、うまくい
かないまま3投目までの試技が終了、ベスト8は32m
台で、今一歩のところで届かなかった。(松田俊) 
 

100m準決勝(3組 2着+2) 

松井 延行(2) 2組2着通過 11.08 (-0.2)  
予選同様、スタートから飛び出し、30m付近で既に

2 番手につけた。予選のときは後半に硬さが出て失速
してしまったが、準決勝では力みが全くなかったわけ
ではないものの、失速することもなく、そのまま2番
手でゴールした。向かい風 0.2mという微風ではあっ
たが、悪条件の中、11秒08の堂々たる走りを見せ、
見事に決勝進出を決めた。(瀬々井巌士) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100m 松井延行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三段跳 福山大典 
 
 
 

三段跳決勝 

1位 福山 大典 (京都大 3) 14m88 (+0.3) PB⑧ 
2位 安積 高靖 (大阪大 4) 14m75 (+0.9) 
3位 三木 智之 (奈良教大3) 14m39 (+0.8) 
4位 粟村 聡資 (京都大M1) 14m28 (+0.6) 
8位 横矢龍之介 (京都大 2) 13m81 (+0.9) 
福山[×- × -14m57-×-×-14m88] 
粟村[×-14m28- × -×-－- × ] 
横矢[×- × -13m81-－-－- － ] 
天候は雨、風も回りコンディションは決して良くな
かった。しかし、粟村、福山は去年の雪辱を晴らすべ
く、他校の選手とも気合の入り方が違っていた。粟村
は 1本目ファールしたものの、2本目は自己ベストに
近い14m28を出す。福山も3本目に14m57を出し、
一躍トップに立つ。横矢は 3本目に踵を痛め、4本目
以降の跳躍は断念した。ベスト8に入ってからは他校
の選手が力を見せ出し、6本目には安積(大阪大)が福山
を抜きトップに立ったが、その直後福山が 14m88で
逆転し優勝した。粟村は4位、横矢は8位と、それぞ
れが十分な仕事を果たした。（杉本昌大） 
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10000m決勝 

1位 西村 好康 (京都大 3) 31.21.24 
2位 片山 直人 (大市大 3) 31.25.63 
3位 浅山 瑠樹 (甲南大 2) 31.28.44 
10位 田中斉太郎 (京都大 3) 32.26.90 PB 
前半はゆっくりとした流れとなり、西村は 5 番手、
田中は11番手につけた。5000mを通過したところで
ペースが上がり、集団は両選手を含む8人にしぼられ
た。6000mでさらにペースが上がり、6 人となった。
この時点で田中が離れ、後ろにも追いつかれて4人の
集団になった。西村は先頭集団の後ろのほうで常に余
裕を持って走っていた。徐々に集団の人数が減ってい
き、残り500mではじめて西村が前に出た。驚異的な
スパートで一気に突き放し、この種目2連覇を達成し
た。田中は後方集団で粘ったが、8500mで放されてし
まった。それでも自己ベストを 20 秒更新するという
立派な走りだった。(宇部達) 

 

400m準決勝(2組 3着+2) 

村地 優樹(3) 2組 1着通過 49.52  
4 レーンという好位置でのスタート。前半は、例の
ごとくやや抑え気味であった。バックストレートでは
4、5番手の位置であったが、第3コーナーから激しく
追い上げ、コーナーをトップで抜け出し、ラストスパ
ートでは、他を寄せ付けない、圧巻の走りで見事に準
決勝1着、決勝に進出した。エースの自信と力強さを
感じさせる、非常に格好のよい、まさに大エースの走
りであった。(平野聖) 

 

十種競技(前半) 

花谷 直人(4) 3166点 
[100m11.08(+1.4)-LJ6m38(+1.9)-SP8m06- 
 HJ1m65-400m50.78] 
花谷は先日ベストを更新しており、いい形でこの
大会に臨むことができた。まずは 100m。スタート
で一気に飛び出すとそのまま他を寄せ付けずゴー
ル。雨天ながら自己ベストに迫る快走であった。走
幅跳ではやはり踏み切りに難があったが 6m38と
無難に得点した。次の砲丸投では調子が上がらず
8m06。走高跳では 1m65まですべて 1回でクリア
するも、1m70で惜しくもミス。その後豪雨の中の
レースとなった最終400mでは本人も｢50秒切りを
感じた｣ほどの快走であったが雨のためか記録は 50
秒 72にとどまった。1日目を終えて 2位につけた。
(垣畑陽) 
 

対校得点(3日目終了時点) 

1位 龍谷大学 45点 
2位 京都大学 34点 
3位 甲南大学 25点 
3位 大阪教育大学 25点 
5位 大阪大学 21点 

第 4日目 5月 15日(木) 長居第２ 

やり投決勝 

1位 永久保太士 (大阪大M2) 60m30 
2位 岡崎 陽介 (甲南大 3) 60m25 
3位 上田 雄義 (大阪大 1) 57m52 
13位 松田  俊 (京都大 2) 43m55 
松田[43m55-42m07-×] 
調子がよいということで、50m 越えも期待された。
１投目は、やり先が上に向きすぎて距離が出なかった。
２投目も同じようになった。3 投目は右に大きくそれ
てしまい、ファウルだった。ベスト8に残るには50m
以上が必要だったので、残念ながら3投で終了となっ
た。全体的に気合が空回りした感があった。(真鍋文朗) 

 

女子走幅跳決勝 

北川 佳奈(3) 26位 4m44 (+1.2)  
[×-×-4m44] 
アップから動きは悪くない。前日の練習でもいろい
ろ試していた様子だが、本番では 1回目、2回目とフ
ァウル。公式練習のときよりスピードが出て、かつ追
い風の影響もあったか。跳躍は悪くなく、記録もそこ
そこ望めただけに惜しかった。ただ、本人は1回目の
着地で今後につながるものを見つけたようだ。3 本目
は 30cm手前で踏み切り、4m44となった。1回生で
有望株が入ってくるだけに、今大会での競技を生かし
て今後につなげていってほしい。(滝上伸子) 

 

110mH予選(3組 2着+2) 

佐藤真一郎(4) 1組2着通過 14.98 (+0.8) PB② 
尾崎 禎亮(3) 2組 4着 15.72 (+1.0)  
1組目の佐藤は出足まずまずで、隣の田中(甲南大)につ
いていく。2 台目以降やや放されるも自分のリズムで
進んでいく。9 台目あたりでやや差を詰めてそのまま
ゴール。14秒98とベストを更新して2着通過。 
2 組目の尾崎は体調がいまいち上がってこない中でレ
ースを迎えることになった。スタートからキレがなく
精彩を欠いたレースとなった。決勝にも残れず残念な
結果となってしまった。(藤森真一郎) 

 

100m決勝(+0.8) 

1位 山下 朋廣 (龍谷大 2) 10.73 
2位 佐川 靖彰 (和歌山大4) 10.90 
3位 中田 修一 (大成学大3) 10.98 
8位 松井 延行 (京都大 2) 11.16 
スタートを得意としている松井だが、この日は動き
が硬く、加速区間で前に出て行くことができない。レ
ース全体を通じて硬さが見られ、後半失速し8位とな
った。今季好調で 10 秒台も期待されたが実力を発揮
できず残念だった。しかし広瀬が抜け不安視された
短々パートで台頭し、関西インカレ決勝に進出する選
手が現れたことは非常に大きい。松井の今後の活躍に
期待したい。(平野聖) 
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400m決勝 

1位 中原 丈晴 (龍谷大 3) 47.84 
2位 村地 優樹 (京都大 3) 48.60 PB③ 
3位 山口  匠 (大市大 2) 48.68 
この決勝で4本目の400mとなり疲労も心配される
中、村地は5レーンからスタートする。後半型の村地
としては前半から積極的な走りを見せ、6 レーンの中
原（龍谷大）に必死にくらいついていく。200mを過
ぎたあたりから徐々に得意な後半からの快走を見せ、
大きく上位に飛び出し、応援する部員たちも一気に盛
り上がった。最後は2位争いを勝負強く制し、タイム
も48秒60の自己ベスト。ランキングでは8位だった
が、それを大きく覆す結果となり、部としても正念場
で村地が非常にいい流れを作ったといえるだろう。 
(河野良) 

 

3000mSCタイムレース決勝 

1位 佐藤 章徳 (京都大 4) 9.19.19 
2位 高木 雅行 (甲南大 4) 9.21.61 
3位 國谷 健二 (桃山学大4) 9.22.95 
12位 山﨑 圭介 (京都大M1) 9.39.71 
23位 大崎 友和 (京都大 3) 10.06.14 

1 組目の大崎は、序盤先頭集団後方に位置し、最初
の 1000mを 3分 11秒とまずまずのペースで入った。
しかし、中盤集団から遅れ始めると粘ることが出来ず、
自己ベストを更新することは出来なかった。 

2組目は実力者が互いに牽制し合ったため、2000m
過ぎまで1組目のタイムを下回るスローペースとなっ
た。佐藤は 2500m付近でスパートをかけ、先頭に出
る。ラスト 1 周は、高木(甲南大)とのすさまじい一騎
打ちとなった。最後は佐藤が地力を見せて競り勝ち、
宣言通りの3連覇を成し遂げた。山﨑は中盤の転倒が
響き、不本意な結果となってしまった。（内田翔） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3000mSC 佐藤章徳 

女子800m予選(5組 2着+6) 

岩瀬 祥子(3) 1組 6着 2.36.25 PB⑬ 
第 1組、7レーンからのスタート。他の選手が猛ダ
ッシュをかける中、岩瀬は慎重な出足。帯状になった
集団の最後尾につき、そのままの流れで一周目を 76
秒付近で通過していった。さすがに前を行く集団は速
く、じりじりと離されていくものの、岩瀬は終始自分
のペースを崩さず、堅実なレースを展開。前を行くペ
ースダウンしてきた選手を600m過ぎからはかなり追
い込んでいったが、結局今一歩届かず、最下位でのゴ
ールとなってしまった。しかし、後半の粘りが功を奏
し、タイムは 2分 35秒 25と自己ベストを更新した。
（渡寛法） 
 

800m予選(5組 2着+6) 

前田 昌也(2) 2組棄権   
磯島  弘(3) 3組 2着通過 2.01.64  
寺田  智(4) 5組 2着通過 2.05.28  

3組では、磯島はゆったりとしたペースで 100mを
入る。400mは60秒フラットで通過。600mからスパ
ートをかけ、2 着になることを確信してから最後は流
して、2分01秒 56のタイムで準決勝進出を決めた。 

5組では、後藤(大教大)が最初からハイペースで飛ば
すが、寺田は冷静に自分のペースで走り、400mを60
秒で通過。その後、後藤が離れていき、寺田もラスト
は流して2着でゴールし、準決勝進出を決めた。(三好
達也) 
 

走幅跳決勝 

1位 安積 高靖 (大阪大 4) 7m22 (+0.5) 
2位 南岡 宏樹 (奈教大M2) 7m14 (+0.2) 
3位 塩見 吏貴 (京創大 1) 7m10 (+0.8) 
19位 森   一 (京都大 3) 6m02 (+1.3) 
棄権 杉本 昌大 (京都大 2)  
森[5m81-6m02-5m94] 
走幅跳は杉本が怪我のため、森1人の出場となった。
天候は小雨程度で風も追い風方向に安定して吹いてい
た。しかし学連員である森は十分な練習が積めず、試
合当日まで仕事に追われ集中しきれていなかった。本
人も自覚する様に助走スピードは乗らなかった。1 本
目は手前から踏み切り、着地も上手くいかなかった。
2 本目、3 本目は、足は合っていたもののスピード不
足で記録は出なかった。確かに今回は練習不足のため、
決して良い記録ではなかった。しかし、踏み切り、着
地動作にはまだまだ光るものあるので今後に期待した
い。(杉本昌大) 
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110mH決勝(+1.2) 

1位 田村 元弘 (太成学大2) 14.43 大会新 
2位 田中 博幸 (甲南大 2) 14.57 
3位 佐藤真一郎 (京都大 4) 14.86 蒼穹新 
予選をうまくまとめ、最近好調の佐藤。雨と寒さの
中ではあったが、1 台目、2 台目と倒したあと、スピ
ードに乗ってリズムよくまとめる。隣とうまく競り合
って、他の選手を抑えて堂々の3位入賞。予選に引き
続いて自己記録を更新した上、蒼穹新記録までついて
きた。直前に降り出した雨などの悪コンディションを
なんとも感じさせず、更なる記録の更新も望める走り
であった。(滝上伸子) 

 

200m予選(5組 2着+6) 

藤井 章輔(3) 1組2着通過 22.60 (+1.2)  
7 レーンでスタートした藤井は、出だしはリラック
スし、まずまずであった。前半内側の選手が3人とば
していたが、佐川(和歌山大)以外は失速し、藤井は 2
番手で直線に入る。終盤はやや流して、そのまま2着
で予選を通過。彼にとっての勝負は、準決勝以降であ
ろう。(平野聖) 

 

400mH予選(3組 2着+2) 

寺田  悟(M1) 2組 5着 56.12  
西村 広展(4) 3組 7着 61.54  
直前まで降っていた雨も上がり、比較的走りやすい
コンディションでレースを迎えることとなった。２組
の寺田は、スタートでやや出遅れ、１台目のハードル
を越えたあたりで、エンジンをかけだす。しかし、先
頭争いにはからめず、ずるずる離されていく。結局 5
着となり、予選通過はならなかった。西村は、スター
トから果敢にとばすも、インターバルの足があわず、
減速してしまう。最後まで粘りを見せ、なんとか踏ん
張るものの、自己ベストには届かず、残念な結果であ
った。(藤森真一郎) 

 

4×100mR決勝 

1位 太成学院大 41.42 
2位 甲南大 41.94 
3位 京都大 42.23 

[松井延行-北垣卓-藤井章輔-米谷健司] 
100mで決勝進出を果たした松井が、1 走としての
役割を十分果たし、絶妙なバトンパスで2走の北垣へ
つないだ。その北垣は、どんどん前との差をつめた。
北垣と藤井のバトンパスはかなりきわどいものであっ
たが、何とか無事に渡った。藤井は無難に3番手でア
ンカー米谷につないだ。米谷は後ろからの猛追を受け
るも、他の 3 人の気迫、部員の応援に後押しを受け、
驚異的な粘りを見せ、見事に3着でゴールラインを駆
け抜けた。(瀬々井巌士) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

200m 藤井章輔 

十種競技(後半) 

花谷 直人(4) 2183点 
[110mH16.87(+2.0)-DT22m13-PV2m90- 
 JT33m95-1500m5.02.56] 

110mH は、リズムよくハードリングをこなして、
無難にゴールした。円盤投げは、2 投目に失投したも
のの、3 投目で記録を伸ばし、雨の中でいい投擲をし
た。3 種目目の棒高跳びでは、最初の跳躍から、確実
に成功していき、自己記録には届かなかったものの、
それに順ずる記録で終了した。やり投げは、全体的に
低調な中でまずまずの記録を残すことができ、次につ
ながった。最終種目の 1500mでは、前半はゆったり
としたペースで入ったが、徐々にペースを上げてゆき、
ゴールした。見事に総合3位に入ることができた。 

(堀江匠) 
 

十種競技(総合) 

1位 栗山 佳之 (大教大 2) 6114点 
2位 舘  真透 (大阪大M1) 5558点 
3位 花谷 直人 (京都大 4) 5349点 
 

対校得点(4日目終了時点) 

1位 龍谷大学 77点 
2位 甲南大学 70点 
3位 京都大学 68点 
4位 大阪大学 50点 
5位 大阪教育大学 39点 
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第 5日 (5月 16日) 長居第２ 

棒高跳決勝 

1位 細川 尊史 (大阪大 3) 4m70 
2位 谷口 拓也 (流科大 2) 4m30 
3位 池田 悠樹 (奈教大 3) 4m20 
5位 佐藤真一郎 (京都大 4) 3m40 
佐藤[3m00○-3m20×○-3m40○-3m60×××] 
常に追い風が吹き、時には突風のような風まで吹く
ような中、試技が始まった。競技は2m60からスター
ト。佐藤は 3m00を 1回目で余裕のクリア。3m20、
40も同じようなリズムでクリアしていく。自己記録で
ある3m60では、高さがあまり出ず3本ミスしてしま
うが、他大学選手の2人が記録なしとなり、運にも助
けられ5位入賞となった。(藤森真一郎) 

 

走高跳決勝 

1位 真鍋 周平 (大阪大 3) 2m10 
2位 高橋 徳至 (京学大 2) 1m90 
3位 加藤 洋介 (大院大 4) 1m90 
 渡邉 浩一 (京都大 4) 記録なし 
渡邉[1m85×××] 
走高跳はエントリー人数が少なく、渡邉には得点獲
得の期待が高まる。競技スタートの高さは、1ｍ85。
ベスト2m00を持つ渡邉にとって、これは無理な高さ
ではない。試技1回目、動きが硬く、バーを落として
しまう。2 回目、3 回目と徐々に助走、踏み切りは良
くなっていったものの、結局渡邉はこの高さをクリア
することは出来ず、残念ながら、記録なしで競技を終
了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棒高跳 佐藤真一郎 

 

800m準決勝(2組 3着+2) 

磯島  弘(3) 2組 3着通過 2.00.19  
寺田  智(4) 2組 7着 2.04.46  

2人とも第 2組に出場。スタートからしばらく選手
同士牽制しあったせいか、大きくはばらけず、ほぼ集
団のまま、レースは進んだ。1周目を先頭が60秒で通
過したあたりから集団が縦長になり、500m付近では、
2 つに割れてしまった。磯島は先頭グループに好位置
でつけたが、寺田はじりじりと後退。結局、寺田の決
勝進出はならなかったが、磯島はラストの競り合いも
しっかりと走りぬき、2 番手でゴールし、決勝行きを
決めた。(渡寛法) 
 

200m準決勝(2組 3着+2) 

藤井 章輔(3) 2組5着通過 22.24(+1.8) CB⑳ 
前日の疲れが残っていたせいもあり、あまり調子は
よくなかったようである。しかし、レースになるとし
っかりと集中し、前半からスピードにのり、後半も硬
くならずに、前へ進むことができた。結果は5位では
あったが、記録は大学ベストを更新しており、なんと
かプラスで拾われて、決勝に進出することができた。
(松井延行) 

 

砲丸投決勝 

1位 丹羽 敦巳 (奈教大M2) 15m03(大会新) 
2位 尾杉 友浩 (大阪大 4) 13m85 
3位 赤松 潤也 (龍谷大 3) 13m35 
6位 竹村顕大朗 (京都大 3) 12m51 
14位 河村 和彦 (京都大 4) 10m85 
竹村[11m45-12m30-12m06-12m08-12m51-×] 
河村[10m11-10m85-10m45] 
河村はハンマー投、円盤投に続いて3種目めの出場
となり、疲労もだいぶたまっていると思われたが、2
投目には力強く砲丸を押し出す投げができ、11m弱ま
でもっていった。コンスタントに10mは超えており、
安定した投げだった。 
竹村は最近調子がよく、4 投目には自己ベストにあ
と 4cmに迫る 12m51の大きな押し出しができた。6
投目には前から出てもいいぐらいの気持ちで臨み、
13mにもう少しという勢いのある投げができたが、サ
ークルから出てしまいファウル。1投目こそ11m台だ
ったが、他は 12m を超えており、安定していい投げ
ができていた。 

 

400mH決勝 

1位 藤本  努 (大教大 2) 52.27 
2位 奥井 誠樹 (大教大 4) 53.34 
3位 広岡  誠 (龍谷大 2) 53.37 
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800m決勝 

1位 後藤 良徳 (大教大 4) 1.54.56 
2位 梶原 大輔 (神国大 4) 1.55.56 
3位 小野 秀彬 (佛教大 3) 1.56.89 
6位 磯島  弘 (京都大 3) 1.59.62 
持ちタイムでは後藤(大教大)が1人抜け出ているが、
あとのメンバーは均衡しているだけに、磯島には上位
入賞の期待がかかる。スタート直後、やはり後藤が、
1 人ポンと抜け出し、これをほかの選手たちが追いか
けていく展開。磯島もなかなかに積極的な出足をみせ、
3、4番手で1周目を58秒で通過。500m付近から、2
位グループのペースがあがり、ここで磯島は少し離さ
れてしまう。その後、ラストスパートで磯島にいつも
の切れがみられなかったものの、粘りの走りで６位入
賞を果たした。(渡寛法) 
 

200m決勝(+1.3) 

1位 岡田  理 (神商大 4) 21.66 
2位 佐川 靖彰 (和歌山大4) 21.74 
3位 山下 朋廣 (龍谷大 2) 21.85 
6位 藤井 章輔 (京都大 3) 22.41 
準決勝で大学ベスト更新の好走を見せ、自身ホッと
したと語る藤井は、強豪が顔をそろえる決勝に臨んだ。
スタートは見事に決まり、上手くスピードにのる。コ
ーナーも綺麗に抜けて、さらに伸びを見せる。最後ま
で必死に走り、大会前のランキングを大きく覆す、6
着でゴールした。(山岸公彦） 

 

5000mタイムレース決勝 

1位 西村 好康 (京都大 3) 14.53.03 
2位 浅山 瑠樹 (甲南大 2) 14.54.63 
3位 古川 裕一 (龍谷大 4) 14.55.80 
19位 佐藤 章徳 (京都大４) 15.39.72 
20位 山﨑 圭介 (京都大M1) 15.43.76 
 山﨑が出走した1組はやや速めのペースでスター
トする。前日の3000mSCで転倒し、本調子でなかっ
た山﨑は、早い段階で先頭争いから遅れてしまう。し
かし、後半はしっかり粘り、よい流れを作った。 
佐藤と西村の 2組は、はじめの 1000mを 1組目と
ほぼ同じ 2分 57秒で通過。その後先頭が次々に交代
して、1kmあたり3分前後で展開していった。3000m
手前でゆさぶりがかかると、佐藤は先頭集団から脱落
してしまう。西村はそれ以降も常に先頭付近の位置を
維持し、ラスト500mでスパート。ラスト300mでも
う一度ペースを上げ、優勝をがっちりつかみ取った。
(山田修裕) 

4×400mR決勝 

1位 龍谷大 3.16.60 
2位 大教大 3.17.41 
3位 京都大 3.18.61 

[花谷直人-藤井章輔-北垣卓-村地優樹] 
1 部昇格が懸かった運命の第一戦。この時点での総
合順位は2位で、3位の甲南大との差は3点。京大陸
上部全員の視線は、すべてトラックに向けられている。
緊張の中、スタートの号砲がなる。1 走は、十種競技
に出場した花谷。200m付近から加速してくるという
お馴染みの走法で、ほとんど他大学と差がないまま、
2 走の藤井章輔に託す。オープンレーン時のポジショ
ニングもよく、トップの集団についていく。3 走の北
垣は、予選のときの反省を生かし、上手いペース配分
で攻めていく。ホームストレートに入ってからは、ト
ップとの差をじわりじわりとつめていく。そしてアン
カー村地にバトンを託す。その村地は、前半から果敢
に差を詰める。ラストもさらに伸び、3 着でゴールし
た。これにより、1部昇格が決定となった。(山岸公彦) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4×400m 4走 村地優樹 
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個人戦・記録会などの結果 
(５月３日～５月１０日) 

和歌山県春季選手権(5/3,10 紀三井寺) 
▼1500m 
山下 輝芳 4.27.12 
▼5000m 
山下 輝芳 17.02.95 
 
奈良県選手権(5/4 鴻池) 
▼ハンマー投げ 
河村 和彦 43.08 
▼十種競技 
花谷 直人 5388  PB⑦ 
 (11.20-6.32-8.51-1.70-50.39 
  16.71-21.96-2.80-35.40-5.05.73) 
 
茨木市民陸上(5/5 万博) 
▼1500m 
佐藤 章徳 4.03.5 
 
第３回京都陸協記録会(5/10 西京極) 
▼100m 
瀬々井巌士 11.49 +1.4 
西村 広展 12.03  0.0 
河野  良 12.64 +1.8 
▼400m 
寺田  智 53.02 
▼1500m 
渡  寛法 4.14.89  PB 
菅原 健志 4.17.28  PB 
渡辺 敬宏 4.29.66 
大崎 友数 4.30.70 
園村 和弘 4.43.30 

▼5000m 
背戸 和寿 16.09.95  PB 
宮木 貴志 16.12.95 
相澤 泰隆(院) 16.18.60 
吉田 寛幸 16.56.15 
石塚 晶啓 17.03.78 
宇部  達 17.19.51 
▼110mH 
尾崎 禎亮 16.07 -1.4 
▼やり投 
松田  俊 45.16 
▽女子100m 
北川 佳奈 14.27 +0.7 
滝上 伸子 14.39 +1.2 
▽女子1500m 
山下 里絵 5.22.57 
中村奈都子 5.31.83 
▽女子110mH 
北川 佳奈 17.74 -1.9 
 
 
記号の見方 
▼：男子種目   ▽：女子種目 
PB：自己新記録 
CB：大学における自己新記録 
○：蒼穹ランク 
  (記録を出した時点、２０位まで) 
(院)：学連登録の院生 
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